
和牛の血統矛盾に要注意!!

○ 和牛受精卵で生まれた子牛の登記時やゲノミック評価時には、
遺伝子検査を行い、父・母の血統が正しいか確認します。

○ 和牛受精卵やゲノミック評価が急速に普及する中、
血統矛盾（親子関係の不一致）が判明する事例が増えています。

牛飼養者 の皆様・家畜人工授精師 （所 ）の皆様へ

令和５年３月

和牛の遺伝資源を守るためには精液･受精卵の流通管理が重要です。
不正流通や血統矛盾を防止するため、次のことを確認・徹底しましょう!!

血統矛盾が判明した場合、
国や県が農場や家畜人工授精所を立入検査することがあります。

＜お問い合わせ先＞
○埼玉県農林部畜産安全課 TEL 048-830-4193 ○中央家畜保健衛生所 TEL 048-663-3071
○川越家畜保健衛生所 TEL 049-225-4141 ○熊谷家畜保健衛生所 TEL 048-521-1274

①ストロー(精液・受精卵)と証明書を
セットで取り扱っていますか。

②家畜人工授精簿は正しく記載されていますか。

④授精･移植証明書は
正しく作成されていますか。

③譲渡等記録簿は正しく記載されていますか。


